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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
カメルーンではキャッサバが基幹作物の1つとして広く栽培されているが、近年、病
気の蔓延が深刻化し、耐病性品種の開発が重要な課題となっている。カメルーンで
は、1980-90年代にキャッサバ改良品種の普及事業がたびたび実施されてきたが、改良
品種が広く普及するには至らなかった。改良品種の普及・定着を妨げる主な要因とし
て、試験圃場と実際の農家圃場における栽培条件の相違に加え、品種選抜の過程で農
民のニーズが十分に考慮されてないことなどが指摘された。キャッサバ加工において
も、大規模な加工施設が優先され、収穫した芋の運搬方法や加工品の販売経路に明確
な指針が示されないために、このような施設は農民のキャッサバ生産意欲を刺激して
こなかった。国際熱帯農業研究所（IITA）・カメルーン支所はこうした課題を克服す
るため，2000年から10年間にわたってキャッサバ改良品種の選抜と普及に関する事業
に取り組んだ。本学位申請論文は、この事業を作物学・土壌学・病理学・農業普及学
の視点から総合的に論じたもので、IITAカメルーンにおける最近の改良キャッサバ研
究・普及事業の集大成といってよい。  
本申請論文は、以下のような学術的貢献によって高く評価することができる。 
1) On-station、On-farmにおける品種選抜の過程において農民が積極的に参加する体
制を整えたことで、地域の特性や農民の嗜好にあった品種群の選抜が可能となった。
品種選抜の基準に地域特性を加えることで、農学的データを基本とした従来型の選抜
とはまったく異なる、総合的な視点からの品種選択が可能となり、それが生産の持続
性を高めることを実証的に示した。 
2) 各地域の生産環境に適した加工技法を開発し、生産－流通システムに新たな道を
開いた。手動のキャッサバ・チッパーの導入と普及によって、無電化の遠隔地域でも
芋を簡単に加工できるようになり、増産を阻んできた貯蔵性の低さが克服されること
で、小農へのキャッサバ普及に現実的な道筋を示した。 
3) キャッサバ改良品種と地域の環境との関係を検討した結果、カメルーン全体とし
て見た場合、キャッサバの収量は土壌の炭素 /窒素含量比と正の相関関係があり、一方
年間降水量とは負の相関関係がみられたが、環境への反応は品種によって異なってい
た。このことは、各地の環境にあった品種の選抜には、多くの環境要因について検討
したうえで、それらのデータを総合した分析が必要であることを示した。 
4) キャッサバの生産者と消費者をつなぐネットワークとプラットフォームの形成に
よって、生産－加工－販売をめぐる情報の流れが円滑となり、村での一次加工（チッ
プスの生産）、町での二次加工（キャッサバ粉の生産）といった分散型加工・生産が
国外への輸出を活性化した。こうしたプラットフォームの形成が、小農の利益の向上
と安定化に貢献することを実証的に示した。 
5) 本申請論文で提案された「全体的、かつ包括的アプローチ」は、個別の学問分野
ではカバーしきれない、キャッサバ普及事業の全体を俎上にのせ、キャッサバ改良品
種が普及するプロセスの全貌を網羅的に把握することで、IITAが推進している「開発
  
のための農業研究」に基本的なアプローチとしての新たな視座を提供している。よっ
て本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成27
年1月13日、論文の内容とそれに関連した事項について試問をおこなった結果、合格と
認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
